
介護給付費が計画地より少なく、基金が積みあがっている状況である。これは、新型コロナウイルス感染症の影響で、介護サービスの利用控えが起きた可能性が考えられる。

今後、サービスの利用が十分ではなかった被保険者が重度化する可能性があるので、介護予防の取組を一層強化する必要がある。
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山梨市の保険料額の推移
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（出典）【必要保険料額】平成30年度から令和3年度：厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和4年度から令和5年度：「介護保険事業状況報告（月報）」の１２

か月累計および介護保険事業計画に係る保険者からの報告値

山梨県内 10番目 27保険者

全国 1,002番目 1,571保険者

（令和 6年 2月末時点）

山梨市の必要保険料額の降順


